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 238U の核分裂生成物からオンライン同位体分離装置を用いて 160,161,163,165,166Eu および 163,165Gd を

分離し、全吸収型検出器を用いてその崩壊エネルギーを測定した。システマティクスおよび理論予

測と比較、検証した。 
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１．目的 

 β 崩壊エネルギーは不安定核種の最も基本的な物理量の一つであるとともに、原子質量を決定す

るための重要な量である。それらを精度良く決定することは、未知領域の核種の原子質量を精度良

く予測したり、半減期を予測したりするための核理論の重要なパラメータとして重要である。また、原

子炉の崩壊熱の評価と言う点で工学的にも重要な量である。新たに開発した全吸収型検出器を用

いて、新同位元素を含む Eu 同位体および娘核 Gd 同位体を核分裂生成物中からオンライン同位体

分離装置を用いて分離・測定した。 
 

２．方法 

 タンデム加速器で 32MeV の陽子ビームを発生させ、238U の陽子誘起核分裂生成物からオンライ

ン同位体分離装置を用いて 160,161,163,165,166Eu および 163,165Gd を分離した。分離された核種を薄いマ

イラーテープに打ち込み、全吸収型のクローバー検出器中心部分で測定した。半減期は 2~60 秒であ

る。捕集ｰ測定を多数回繰り返して統計精度を上げた。 
 

３．研究成果 

核分裂生成物 160,161,163,165,166Eu および 163,165Gd のβ崩壊エネルギーを測定した。166Eu に関しては

今回初めて値を報告した。他の核種は別の検出器で測定した結果と誤差の範囲で一致する結果と

なったが、不確定さは小さくなり決定精度が向上した。昨年測定した 162,164Eu とともに、理論模型に

よる予測および近傍の実験値に基づく予測値(システマティクスと呼ぶ)と比較した。システマティクス

は今回の対象とした領域では実験値とほぼ一致しているが、模型の中には予測精度が悪いものも

あった。 
 
４．結論・考察 

 全吸収型検出器を用いて新同位元素を含む核分裂生成物 160,161,163,165,166Eu および 163,165Gd の崩壊

エネルギーを決定した。166Eu は今回初めて値を報告した。実験値のない領域では、理論による予測

値が実験値と大きく食い違う例もあり、そのずれは安定核から離れるになるにつれて大きくなる。

精度のよい実験値が理論模型の予測精度を向上させることに貢献すると考えられる。 
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